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　1598年の後半にShakespeareによって書かれた喜劇〃〃6カλdo〃o〃肋肋閉g

には、Dogberryという愉央な人物が登場し、言葉の滑稽な誤用やとんちんかん

な会話などで観客の笑いを誘う。彼は明らかに道化（愚者）の部類に入る。彼は

λ8乃〃ム伽〃のTouchstoneやτ〃ψ肋1V1な〃のFesteのような、賢明で利口

な職業道化ではなく、頭の回転が悪いにも拘らずいろんな事を言おうとして言葉

の誤用をしばしぱしでかす。当然ながらDogberryは脇役の一人として登場し、

台詞の量や登場回数もかなり少ない。しかし、彼はこの喜劇において欠くことが

できないほど貴重で魅力的な人物である。具体的な分析に入る前に、彼が登場す

るこの喜劇についてある程度見ておく必要がある。

　この喜劇はイタリアのメシーナが舞台になり、アラゴソの領主Don　Pedroが

異母弟Don　Johnとの戦いに勝ち、後者と和解してフローレソスのC1aud1oやパ

テユアの若い貴族Bened1ckらを伴って帰還し、メシーナの知事Leonatoの歓迎

を受けるところから始まる。C1audioはLeonatoの娘Heroに一目惚れし、両者

を中心とする愛の物語が一つのプロソトを構成する。一方、Bened1ckとLeona－

toの姪Beatriceは二人ともプライドが高く心の内では互いに意識しながらも、

相手に対する嫌悪感をあからさまに表明し、生涯独身を貫くことを宣言するとと

もに、出会うたびに機知に富んだ痛烈な皮肉や悪口を浴びせる。これら二人がも

う一つのプロットを構成し、二つのプロットが密接に絡まりながら展開してゆく

明るくて楽しい劇である。とはいえ、まったく不安や陰りのない喜劇ではなく、

Iagoの前身ともいえるDon　John1）と手下の悪巧みによって主人公C1audioと

Heroの愛と結婚が一時危機的状況に追いやられるという点で、波乱の要素を含

んだ劇である。Shakespeareはこの劇の少し前にλ〃ゐ㈱榊プ珊g〃もD〃α刎

や丁加〃θκ肋〃げ乃〃6θを書いており、この劇の直後にムγo〃L伽〃や

τ〃θ炊カ〃な〃という有名な喜劇を書くことになるのだが、これらの作品に共通

するものは主人公を中心とする男女問の愛と結婚である。また、この頃の作者は、

A　R　Humphreysが述へるように、悲劇的な可能性が存在するときは常に、喜劇
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においてもそれを劇的に強めること（dramat1c1ntens1f1cat1on）2）に関心を持っ

ており、各々の劇では主人公たちが異なる状況において固有の問題や試練に直面

して一時的に危うい状況に追い込まれるが、なんとかそれらを克服して彼らの愛

が成就し幸福な結婚に至る。当面の喜劇についても、上述の喜劇的パターソと中

心的な関心という点では共通性を有している。

　C1aud1o－Hero，Bened1ck－Beatr1ceそれぞれのプロソトを書くにあたって作者

が利用した材料に関しては、アーデソ版テクストのイソトロダクショソ等で詳し

く考察されているのでここでは立ち入らないことにして、劇場での経験とは別に、

この劇を一読した後に受げる印象は、Bened1ckとBeatr1ceがひときわ強い輝き

を放っていること、彼らは自尊心が高く、聡明で個性豊かな存在であり、彼らが

話す台詞が見事なまでに相手をこき下ろす皮肉、毒舌や機知に富んでいることで

ある。このプロットの見所は、彼らが周囲の者が仕組んだ罠にいとも簡単にかか

り、たちまち互いに愛を抱き始め、劇の結末ではBenedickが心変わりに対する

もっともらしい口実を述べて、Heroらとともに結婚式に加わるという大きな変

化である。彼らに比べると、C1audioやHeroは性格造形においても掘り下げが

乏しく、個性の点でも強く印象づけるものはあまり見られない。二人とも状況の

変化に対して自ら積極的に判断を下していろいろな局面に対処するよりも、他者

に支援を求める消極的な部分を持っている。C1aud1oについては2幕1場におい

て、Don　Pedroが恋人のHeroを横取りしたようだという根拠のない話に簡単

に動揺するとか、5幕においてHeroが無実の罪をきせられ後で純真無垢だとわ

かった時、彼女の父親の要求を即座に受げ入れるなど、主人公の行動としてはや

や物足りなさを感じさせる。従来、この劇の批評においてBenedick－Beatriceの

プロットについて多くの議論がなされてきたといわれるが、彼らの生気、活力、

機知、見事なまでの痛快な毒舌、「立ち聞き」以後にみせる心変わりや滑稽さな

どを考えると頷ける。

　この劇の舞台となるメシーナにはr休日の雰囲気」3）が支酉己し、Don　Johnを

除いて劇全体は、主に余暇を利用して互いに交流を楽しむ上流階級の会話から成

りたっている。4）そのような杜会の中でDogberryたちは、彼らなりの位置をは

っきりと占めていて、劇世界に貴重な幅を与えている。この劇の大きな特徴の一

つに「立ち聞き」という仕掛けがある。1幕2場でLeonatoは兄弟のAntonio

から従者の立ち聞きの話（事実と異なる）として、Don　Pedroが今晩の舞踏会

でHeroに求愛するらしいという話を聞く。すく後の3場ではDon　Johnのもと
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に従者のBorachioが駆け付げ、立ち聞きによってDon　PedroがC1audioのため

にHeroに求愛するらしいということを報告する。Don　Johnはそれを妨害し、

心に欝積している憤りを晴らすための絶好の機会と考え計画を練る。2幕3場で

は、犬猿の仲のBened1ckとBeatr1ceを結婚させるためにDon　Pedroたちは立

ち聞きという方法を利用し、互いに対する死ぬほどの切ない想い（作り話）を聞

かせることで二人をその気にさせる。他方、3幕3場ではDogberryの指示を受

けた夜番たちが、Don　Johnの悪巧みについて酒によったBorach1oが仲間に洩

らすのを偶然立ち聞きし彼らを逮捕する。Dogberryたちの頭の鈍さゆえに関係

者への連絡が遅れるが、最終的に悪党の逮捕が関係者に真実を知らせることにな

り、破談という危機を未然に防ぐことができる。このように「立ち聞き」は、そ

れぞれのプロットにおいて事態を進展させたり悪巧みに利用されたりして、すへ

てが密接に絡みながら喜劇的な結末へと導く重要な仕掛けとなっている。

　Shakespeareにとって常に大きなテーマの一つであった外見と実体のずれは、

この劇においても取り上げられている。Kenneth　Mu1rが指摘しているように、5）

この劇には〃α伽肋と同様、衣類のイメージがしはしは用いられ、それらが重

要なイメージになっている。衣類は外見と実体のずれを表すシソポルとして用い

られ、それらは偽善やみせかけと結びつく。人間や事物は見かげどおりとは限ら

ず、その下に潜む真実を見抜くことは容易ではない。C1audloがHeroの純真さ

や貞節を信じきれず、教会での場面で彼女を痛烈に非難し拒絶した時、彼は未熟

さと嫉妬のために彼女の本質を見抜げなかった。Don　Johnは自分を‘‘v111am’’（1

3．30）と呼んでおり、これは「動機なき悪意の真の例」6）といえるが、悪の化身

IagOと同様、周囲の者はうわべの下に隠された悪党としての本質を見抜けない

ために、Heroが一時危うい状況に追い込まれる。このように劇中の多くの人物

がなんらかの形で、外見と実体のずれから生じる問題に翻弄される。Ra1ph　Ber－

ryの調査によると、この劇で最も頻繁に使われている重要な語は‘‘1ove’’であ

り、次に多用されている語は‘‘knowest”などすべての形を含めて‘‘to　know’’（84

回）であるということである。それは他の劇と比べてもかなり多い数であるとい

う。7）この点からすると、愛と結婚が主題となるこの劇において、恋人たちや他

の人物が互いをよく知ること、外見の下に隠れた実体を見極めることに大きな関

心を持っていると言うことができる。

　別な主題として、男性杜会における女性の立場、ジェソター及び世代間の戦い

というのが挙げられるかもしれない。杜会のあり方が男性及び父親の価値観によ
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って決定されると、女性はそのような杜会においてほとんど低抗できず、それを

受け入れる他ない。Heroは最終的に誤解が解けてC1audioとめでたく結婚する

が、彼女はそのような男性杜会におげる女性の弱い立場を物静かで控えめな態度

を通して暗示しているように思われる。それに比べてBeatriceは、Heroとは対

照的に自立心が旺盛でプライドが高く利発な女性であり、異性や男性杜会に毅然

と臨み、生涯独身を公言するほどの個性的で近代的な女性である。結末では彼女

もBenedickとの結婚に踏み切るが、そのことは男性中心の杜会に対する彼女な

りの批判を完全にやめることを意味しない。

　Shakespeareは喜劇時代に無韻詩よりも散文を重視し、劇にかなり取り入れる

ようになる。直前に書かれた肋〃び凧肋〃1＆2において散文の比率が急激に

高くなり、当面の喜劇では散文が無韻詩の約3．3倍用いられている。8）C1audio－

Heroのプロットは主に韻文で書かれているが、Benedick－Beatriceのそれは主

に散文で書かれていて、作者は明らかに文体を使い分けている。Kenneth　Mu1r

は、16世紀末にかげてShakespeareは、役者たちの増大する巧みさが口語的話

し言葉により近い文体を要求したと考えたかもしれないと推測している。9）

Shakespeareの無韻詩は、しだいにより自由で自然なリスムをもったものに進化

したといわれるが、散文もJohn　Ly1yの大きな影響をうけた初期の、固くわざ

とらしいものからよりすぐれた自然なものへ発展していく。この頃の作者は口語

的話し言葉により近い散文の可能性を追求し、新たな試みによって人問の本質や

杜会の実相により鋭く迫ろうとしたと言えるかもしれない。

　Dogberryが初めて登場するのは3幕3場である。その時点までにC1audioは

Heroに一目惚れし、周囲のはからいで結婚の目取りが決まり、Leonato邸では

その準備が進められている。他方、互いを意識しながらも犬猿の仲にあるBene－

dickとBeatriceについても、立ち聞きという罠にかかり相互に恋心を抱き始め

ている。直前の3幕2場では、悪党のDon　Johnが結婚式の前夜に、C1audioと

Don　Pedroに対してHeroが不貞であることの決定的な証拠を見せると約束し、

C1audioたちは怒りと決意をもってそれに臨むことになる。滑稽で頼りないが法

と秩序を守ることを本務とするDogberryたちは、劇の雰囲気を暗から明に転換

する意味でも絶好のタイミソグで登場するのである。10〕彼らは観客を笑いとユー
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モアの世界へ誘うだけでなく、真に悲劇的なことが恐らく生じないだろうという

期待とともに一種の安心感を提供する。Dogberryは警吏として、他に村役人の

Verges，2人の夜番が登場する。この劇において彼らは脇役でありながら重要

な役割を演じるので、第3のプロットを構成すると言うこともできる。Dogber－

ryはメシーナの治安に係わり犯罪を取り締まる立場にあるのだが、その重要性

に対する自覚はやや乏しく、頭の回転も決して良いとはいえない。夜番に今夜の

指示を出してほしいと言われて、まず責任者を決めるために彼は「夜番の長たる

に最もふさわしくない（deSert1eSS）者は誰か」と尋ねる。彼としては「ふさわ

しい」のつもりで‘‘desert1ess’’を用いたが、　これは滑稽な言葉の誤用

（ma1aprop1sm）であり、意図とは逆の意味になっている。彼の場合、言葉の誤

用は普通のことであり、珍妙な言葉遣いとともに彼の滑稽さの特徴になってい

る。彼は読み書きができるSeacoa1を責任者に決め、次のように語りかける。

　You　are　thought　here　to　be　the　most　sense1ess　and　f1t　man　for　the　con－

stab1e　of　the　watch　therefore　bear　you　the1antern　Th1s1s　your　charge

yousha11comprehenda11vagrommen，youaretob1d　anymanstand．mthe
Prince’s　name．（22－26）11）

Dogberryは相手をほめるつもりで「もっとも分別に欠けたふさわしい者」と言

い、任務についてはすべての浮浪者（‘‘yagrom’’は‘‘vagabond’’のつもり）を

想像すへし（‘‘comprehend’’は‘‘apprehend’’（逮捕する）のつもり）と言って

いる。怪しい者に止まれと言っても立ち止まらない場合どうすればよいのか聞か

れると、彼は「そんな奴には構うことなく行かせればよい。そしてすぐに他の夜

番を呼び集め、悪人がいなくなったことを神に感謝せよ」と言ってのける。また、

泥棒らしき者を見つけた時は手出しをしたり係わらない方が、それだげ諸君の身

の潔白を保証することになると言う。夜番から泥棒を見つげても逮捕しないのか

と聞かれると、彼は「汚れたものに触れると手が汚れる」という諺を引用して、

間違って泥棒を捕まえてしまった時、最も穏便な方法は彼の本領を発揮させて逃

げるがままにすることだ、と述べる。12）現在、世問では、彼は‘‘a　mercifu1

man”（慈悲深い人）として定評があるようである。万事このような調子で、彼

は最後に明日の婚礼の準備で今夜は大騒ぎになるので、Leonato邸を見張るよう

伝えて立ち去る。まもなく、そこにDonJohnの手下が現われ、酒によった
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Borach1oがHeroの不貞をでっちあげ、その謝礼として大金を受け取ったとい

う秘密を洩らしてしまう。それを立ち聞きしていた夜番たちは、直感的に彼らを

逮捕する。この出来事が後ですへてを喜劇的な結末へ導くことになり、非常に重

要な意味をもつのである。

　DogberryとVergesは悪党の逮捕を受けて、さっそくこの件についてLeonか

toに報告する。我々の期待通り、ここでもDogberryは滑稽な言葉の誤用を繰り

返し、なかなか肝心の用件に入らないので、多忙のLeonatoが話を切り上げよ

うとすると、Dogberryはやっと本題に入って次のように言う。

One　word，s1r　our　watch，s1r，have1ndeed　comprehend，ed　two　asp1c1ous

persons，and　we　wou1d　haye　them　th1s　mommg　exammed　before　your

worship．（3．5．43－45）

これに対してLeonatoが、現在忙しくて尋間はまかせるので、その結果を後で

提出するように指示すると、彼は‘‘It　sha11be　suff1gance’’と返事をする。ここ

では‘‘comprehended’’は‘‘apprehended’’，‘‘asp1c1ous’’は‘‘susp1c1ous’’，

‘‘suff1gance’’は‘‘suff1c1ent’’の誤りで、共通するのはこれらがやや長くて難し

そうな単語という点にある。これらはほんの一例にすぎないが、Dogberry本人

としては法的、役人的な言葉を含めていろいろな表現や諺に大きな関心を持ち、

自分の教養に対して絶大な自信をもって行動している。

　4幕1場はC1aud1oによるHero拒絶の場面から始まり、この喜劇において最

も悲劇的な様相を呈する。その直前でDogberryたちが，悪党の逮捕と結婚の妨

害に関する重要な知らせをもってLeonatoに会いに来たが、彼らの要領の悪さ

と冗舌により伝えることができなかった。そのため観客はしばし重苦しい光景を

見ることになる。ただし、彼らはBorachioたちが既に逮捕されていることを知

っており、いずれ事態が好転し喜劇的結末を迎えるという期待と安心感をもって

観ていることは問違いない。4幕2場はDogberryたちが再び登場し，悪党たち

を例の調子で取り調へる愉快な場面となる。ここでは書記として登場するSex－

tOnが最も信頼できる人物で、もし彼がこの場にいなければまともな尋間や調書

作成もできなかったであろう。DogberryはさっそくBorach1oたちに滑稽な尋

問を始めるが、すぐに書記から尋間らしくするために告発者である夜番を呼ぶよ

う促される。夜番とのやり取りでDogberryは，‘‘f1at　pe巾ry’’（完全なる偽証罪）
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や‘‘f1at　burg1ary’’（完全なる強盗罪）などの法律用語に言及する。彼の場合、

誤解と教養の無さからくる言葉の間違いは大きく分げると2種類あり、本来の言

葉と綴りがわずかに違うために別な言葉になってしまうものと、意図した言葉と

はまったく異なるか正反対のものになるというものである。上に挙げた用語は

Borachioの罪とは大きくずれており、そのギャップから笑いとおかしみが生れ

る。夜番の証言を聞いたDogberryは、

O▽111a1n－Thou　w11t　be　condemned　mto　ever1ast1ng　redempt1on　for

this．（4．2．53－54）

と叫ぶ。ここでの‘‘redempt1on”（救い）は明らかにr苦しみ、罰」のつもりで

使われていて、内容的にはBorach1oが「永劫不減の救い」という罰を受けるこ

とになり、彼の意図とは逆のことを意味し観客としては笑いを禁じえない。書記

が退場した後、悪党をLeonatoのもとへ連行しようとした時、彼らはDogberry

を馬鹿呼ばわりする。それに質既した彼は次のように言う。．

Dostthounotsuspectmyp1ace？Dostthounotsuspect　myyears？0thathe

were　here　to　write　me　d－own　an　ass！But　masters，re岨ember　that　I　am　an

ass：though　itbe　notwritten　d－own，yetforget　notthat　I　am　an　ass．．．．I　am

a　w1se　fe11ow，and．wh1ch1s　more，an　off1cer，and　wh1ch1s　more，a　house－

ho1der，an．d　wh1ch1s　more，as　pretty　a　p1ece　of　f1esh　as　any1s1n　Messma，

and　one　that　knows　the1aw，go　to，and　a　rich　fe11ow　enough，go　to，and－a

fe11ow　that　hath　had1osses，and．one　that　hath　two　gowns，and－everythmg

handsome　abouth1m　Bmgh1m　away－0that　Ihadbeenwr1t　downan　ass一

（71－84）

彼が2度繰り返している‘‘suspect’’は‘‘respect’’のつもりである。台詞全体で

は、年配で役人である彼が悪党に侮辱され、プライドと全存在を賭けて反撃して

いるところである。彼は調書に自分が馬鹿だと書き留めることに強くこだわり、

その旨の表現を繰り返す。調書の言葉や内容が、罪人を裁く際に決定的な重みを

持つということなのか。彼は自分が杜会的にも、経済的にも、人生経験の点から

いっても尊敬に値する人物であることを、‘‘a　w1se　fe11ow”や‘‘an　off1cer’’など
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の表現を用いて強調しているが、個人の具体的な事柄に言及すればするほど、皮

肉なことに、彼は自分の愚かさや浅はかさを一層露呈してしまう。端的に言えは、

この台詞全体が彼が愚か者であることを物語っている。従って、一瞬ではあるが、

ここには滑稽さを通り越して一種の哀切さが漂っているといえる。しかし、不思

議なことに、我々から見て彼の言葉や振る舞いがいかに滑稽で馬鹿げていようと

も、彼はいつも自分の正しさを確信している。また、彼は自分の言語能力や杜会

　般の教養についても自信をもっていて、頭の鈍さや要領の悪さなどには全く気

付いていないようである。

　5幕1場はLeonatoが父親としての悲しみと怒りを吐露し、兄弟のAntonio

と名誉を回復するためC1audioに決闘を挑むという緊張した場面から始まる。し

かし、まもなくDogberryたちが悪党を連れて登場し、Don　PedroとC1aud1oは

予期しなかった事実を知らされる。皮肉なことに、Borach1oの言葉を借りると、

利口な者に分からなかったことを‘‘these　sha11ow　foo1s’’（これらの馬鹿者たち）

が暴露したのである。この場面でもDogberryは彼らしい言葉の誤用や珍妙な表

現を繰り返し、尋ねられたことにも要点をはずしながら要領の悪い説明をする。

Don　Pedroはあきれて、‘‘Th1s1earnedconstab1e1s　too　cunnmgtobeunder－

stood．’’（222－23）と言わざるを得ない。本人としては話すことすべてが理路整

然としていて明快なのである。Leonatoが彼に礼を述べて囚人を引き渡すように

言うと、彼は誠に彼らしい返事をして立ち去る。

I1eave　an　arrant　knave　w1th　your　worsh1p，wh1ch　I　beseech　your　worsh1p

to　correct　yourse1f，for　the　examp1e　of　others　God　keep　your　worsh1p－I

w1shyourworsh1pwe11Godrestoreyoutohea1th－Ihumb1yg1veyou1eave

to　depart，and1f　a　merry　meetmg　may　be　w1shed，God　proh1b1t1t－Come，

・・ighb…．（315刈

自分の仕事がそつなくやれたという満足感からか、それとも相手が身分の高い人

物であることを強く意識してか、彼は‘‘worship”という言葉を何度も繰り返し、

Leonatoに対して非常に丁寧な言葉遣いをしている。また、意図的なのか偶然な

のか断言しにくいが、W音とm音のアリタレーショソが所々に用いられ面白い

音的効果が得られている。相手は健康そのものなのに‘‘reStore’’を使って祈っ

たり、‘‘giye　you1eaye’’によって立ち去るときの表現が「失礼します」から「失
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礼してよい」と逆転している。また、‘‘prohibit’’を用いたために「あなたとは

2度と会いたくない」という意味になっている。Dogberryたちの重要な役割は

ここで終了し、偶然の立ち聞きにより始まり、ほとんどの人物を巻き込んで展開

した空騒ぎは、2組の恋人たちの結婚という形で幸福な結末を迎える。

　この喜劇が初演された当時、Shakespeareが所属していた宮内大臣一座には

W111Kempという有名な喜劇役者がいて、彼がDogberryを演じたと言われて

いる。彼は即興の見事な台詞で舞台の人気をさらったといわれ、Dogberry役に

おいても与えられた台詞以外に、滑稽なアドリブを交え観客の笑いを誘ったこと

は十分考えられる。13）それはそれとして、これまでの考察からDogberryの特徴

は次のようになるであろう。彼は自尊心が高く尊大で、比較的長くて難しい言葉

や諺に強い関心を持ち、生半可な理解でそれらの言葉をためらいなく自信をもっ

て使うために、しばしば滑稽な言葉の誤用や失敗をしでかし、周囲の笑いを誘う。

彼はまじめであるが明らかに愚鈍な人物で、「自分に機知があるだけでなく、他

者にも機知あらしめる」あの偉大な道化Sir　John　Fa1staffとは程遠い。当面の

劇では、彼は鋭敏な知性と機知の持ち主であるBenedickやBeatriceとは対極に

位置する。しかし、彼は警吏として誇りをもって治安にあたり、市民に対して優

しい思いやりを示す。普通の考え方からすれは、彼は道徳的に混乱していること

は確かであるが、泥棒を見て見ぬふりをするよう奨励するのは完全な無責任から

ではなく、職務の遂行が日々平穏に行なわれることを第1に重視するからに他な

らない。言葉と行動がいかに滑稽で馬鹿げていようとも、彼としてはそれらが、

常に自分の深い教養と豊かな経験に裏打ちされた最善のものであると確信してい

る。彼は裏で賄賂をもらい私腹を肥やすような邪悪な人物ではなく、明らかに

‘‘a　good－natured　fe11ow’’14）、つまり、人のいい人物なのである。彼の性格は非常

に単純で、すべてが自已本位であり、役人としての杜会的な立場に誇りをもって

いる。彼が時々用いる諺（的な表現）を見ると、“fo1k－wisdom’’15）（世俗的な知

識）も少なからずあるといえる。彼の言葉に対する理解と知識は浅くて雑なもの

であるが、しばしばやらかす滑稽な誤用には計画的に笑いを狙ったような、セソ

スを感じさせる見事なものが多い。この点で、λ〃ゐ㈱榊プ〃敏冷Dκ㈱に

登場する機織り職人のBottomと共通するところが多い。意図とは正反対の意味

の言葉を使うとか、ほんの一部が問違っているために実に滑稽で珍妙な表現にな

ることが、まさに彼の特質であると言えよう。我々は彼をma1apropismの天才

と呼ぶことはできる。しかし、彼の場合、幸か不幸か、それが自由自在に行なえ
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るほど豊かな才能に恵まれていないのである。Shakespeareはすく後の喜劇で非

常に機知に富む賢明な道化TouchstoneやFesteを創造するが、Dogberryはこ

れらとは全く異なる笑いの対象としての道化、我々が決しで憎むことのできない

愉快で滑稽な人物であると言うことができる。
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